シチズンマシナリー株式会社
シチズンマシナリーのトップページです。製品紹介、技術サポート、会社情報、採用情報などをご紹介いたします。
	シチズンマシナリー本社工場が環境省「自然共生サイト」に認定
プレスリリース TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 「シチズンマシナリー自然保護区域」が環境省「自然共生サイト」に認定
   
シチズンマシナリー株式会社（本社：長野県北佐久郡御代田町、社長：中島圭一）本社敷地内にある自然保護区域が、環境省の定める生物多様性の保全区域「自然共生サイト」に認定され、3月19日に長野ターミナル会館にて認定授与式が行われました。
シチズングループでは、環境省が主導する「生物多様性のための30by30アライアンス」に2023年4月より参画しており、グループのなかでは今回が初めての認定取得となります。



今回認定された「シチズンマシナリー自然保護区域」では、専門家の生物調査により、複数の希少種の生息が確認され、当社のサステナビリティ活動を推進するチーム※1が中心となって従業員による保全活動を実施しています。中でもミヤマシジミ蝶※2とエゾアカヤマアリ※3の共生生育環境の保全に力を入れており、ミヤマシジミ蝶の食草であるコマツナギの植樹や研究者のアドバイスのもと蝶の移殖などにも挑戦しています。







※1.2022年にSDGsへの貢献を目的に結成したチームで、環境配慮型製品の開発のほか、環境、次世代育成、地域貢献、働きがいの向上など多岐にわたる活動を実施
※2.環境省レッドリスト2020 絶滅危惧ⅠB類(EN)、⾧野県レッドリスト2015 絶滅危惧Ⅱ類(VU)
※3.環境省レッドリスト2020 滅危惧Ⅱ類(VU)、⾧野県レッドリスト2015 準絶滅危惧(NT)



今後も当社は、「市民に愛され市民に貢献する」というシチズングループの企業理念のもと、企業の責任として持続可能な社会の実現に向けた各種取り組みを継続してまいります。

自然共生サイトについて



自然共生サイトは、国際目標である「30by30」※4に貢献する日本の取り組みの１つで、「民間の取り組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を国が認定するものです。認定区域はOECM※5として国際データベースにも登録され、世界が目指すネイチャー・ポジティブに寄与します。







※4.2022年12月の生物多様性条約第15回締結国会議（COP15）で採択された2030年までに陸と海の30％以上を健全な生態系として保全する国際的な目標
※5.Other Effective area-based Conservation Measuresの略。民間等の取り組みにより保全が図られている地域や、保全を目的としない管理が結果として自然環境を守ることにも貢献している地域



認定証授与式



3月19日（火）、長野ターミナル会館にて、認定証授与式があり、認定団体から各サイトの紹介が行われました。




環境省信越自然環境事務所 酒向貴子所長（左）
代表取締役社長　中島圭一（右）








お問い合わせ


報道関係の方のお問い合わせ先


シチズンマシナリー株式会社　経営企画部
0267-32-5911（直）



シチズン時計株式会社　広報IR室
042-466-1232（直）


掲載日時:2024/03/21 10:00
	令和6年能登半島地震により被災されたお客さまへの支援について
新着情報 TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 令和6年能登半島地震により被災されたお客さまへの支援について   2024年1月1日発生した能登地方を震源とする令和6年能登半島地震で被災された皆さまには、心よりお見舞い申し上げます。

弊社では、被災されたお客さまの生産復旧をご支援いたしますので、以下カスタマーサポートにご連絡ください。（全機種共通）
※ 水に浸かった機械の通電は非常に危険です。必ず弊社カスタマーサポートにお問い合わせください。

サービス連絡先



カスタマーサポート
0570-006644（Cincom・Miyano共通）



FAX
0267-31-2551（Cincom・Miyano共通）



メールアドレス

service-cmj@ml.citizen.co.jp




お問合せフォーム

https://cmj.citizen.co.jp/inquiry/form_service/




皆さまの安全と一日も早い復旧を心よりお祈り申し上げます。
掲載日時:2024/01/05 10:02
	2024年 冬季休業中のお問合せについて
その他 TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 2024年 冬季休業中のお問い合わせについて   シチズンマシナリー株式会社は、2023年12月29日（金）～2024年1月4日（木）までを休業とさせていただきます。

この期間中にお送りいただいたインターネット・FAX・メール経由にて受信した、各種お問い合せ・部品注文などについては、休業明け2024年1月5日（金）以降順次のお返事となりますことを予めご了承ください。



お客さまにはご不便をお掛けいたしますが、ご理解賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。
掲載日時:2023/12/25 10:12
	「信州SDGsアワード2023」受賞
プレスリリース TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 「信州SDGsアワード2023」受賞

  工作機械メーカーが事業活動に留まらない自由な発想で取り組むサステナビリティ 
シチズンマシナリー株式会社（本社：長野県北佐久郡御代田町、社長：中島圭一）は、長野県主催でSDGsの達成に寄与する県内の優れた取組を表彰する「信州SDGsアワード2023」を受賞しました。

信州SDGsアワードは、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた多様なステークホルダーによる取組を推進し、長野県内でSDGs施策の実践が継続的に行われるとともに、SDGsの取組をさらに普及・拡大させていくため、その達成に資する優れた取組を行っている企業や自治体、団体に贈られる賞として2021年から開始されました。2022年はコロナ禍により見送られたことから、今回で2回目となる本アワードは、小・中・高校生部門と企業・団体等部門の２部門で構成されており、2023年企業・団体の部では全15団体の中から、当社を含め４団体が受賞しました。

当社はこれまでもさまざまなサステナビリティ活動に取り組んできましたが、2022年からは本格的にSDGsの達成に向け推進するチームを結成し、製品やその製造過程の環境配慮はもちろん、「環境（生物多様性）」「働きがいの向上」「地域貢献」「次世代育成」をメインターゲットに近隣企業や地域を巻き込みながら事業活動のみに留まらない取り組みにも注力していることが評価されました。

当社取り組み概要

・自社リサイクル率99％や太陽光パネルの設置などの製造過程における環境配慮のほか、環境配慮型製品や技
   術の開発によりお客さまの持続可能性にも貢献。
・ミヤマシジミ蝶をはじめとした複数の絶滅危惧種など生物多様性の保全。
・2022年 長野県及び埼玉県にてSDGs推進企業認定を取得。
・近隣企業との各種コラボ施策により、衰退産業やフードロス削減などの課題を地域で解決。
・地元ラジオ局FM軽井沢にてSDGsと当社の取り組みを紹介する番組をオンエア。
・幼児向け職業体験アプリへの出店、全国の中学生へ職業学習授業の実施や高校への機械の寄贈など次世代を担
   う子どもたちに向けた取り組みも強化。

今後も当社は、「市民に愛され市民に貢献する」というシチズングループの企業理念のもと、企業の責任としてSDGsの達成や持続可能な社会の実現に向けた取り組みを継続してまいります。



表彰式




12月16日（土）、長野県立大学三輪キャンパスにて、表彰式と事例発表が一般公開にて行われました。審査員から「手上げ式の部門横断型組織で事業活動に留まらず多角的な活動は誰もが参考にできる。社内外への発信も素晴らしく、モデル企業として今後も周りを巻き込みながらけん引してほしい。」と講評をいただきました。













お問い合わせ


報道関係の方のお問い合わせ先


シチズンマシナリー株式会社　経営企画部
0267-32-5911（直）



シチズン時計株式会社　広報IR室
042-466-1232（直）


掲載日時:2023/12/18 10:00
	多軸自動旋盤事業の譲渡に関するお知らせ
プレスリリース TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 多軸自動旋盤事業の譲渡に関するお知らせ   シチズンマシナリー株式会社（本社：長野県北佐久郡御代田町、社長：中島 圭一）は、多軸自動旋盤事業を行う株式会社シマダマシンツール（本社：愛知県豊川市、代表取締役：島田 雅宏）と事業譲渡契約を締結し、2024年4月1日付けで当社の多軸自動旋盤事業を譲渡します。

多軸自動旋盤とは、１つの機械の中に複数の主軸（スピンドル）があり、主軸の数に合わせ工程を分割することでワーク（加工物）を加工する工程分散型の工作機械です。一般的な自動旋盤と比較し、１つのワークを量産することを得意としています。当社も6つの主軸を有する多軸自動旋盤　Miyano「MM16」などの製品を製造・販売しており、自動車業界のお客さまを中心に評価をいただいております。

今回、当社の多軸自動旋盤の製造、オーバーホール、アフターサービス業務を委託している国内唯一の多軸自動旋盤専業メーカー、且つトップシェアメーカーである株式会社シマダマシンツールへ多軸自動旋盤事業の譲渡を実施することで、お客さまにはこれからも安心して多軸自動旋盤製品をお使いいただきながら、当社はリソースを自動旋盤事業に集中させ、中長期的な目標である売上高1,000億円を目指してまいります。

㈱シマダマシンツールについて



名称
株式会社シマダマシンツール（旧 株式会社嶋田鉄工所）



所在地
愛知県豊川市御津町佐脇浜3-1-18



代表者の役職・氏名
代表取締役　島田 雅宏



設立年月日
1962年8月28日



事業内容
CNC多軸自動盤（6主軸旋盤、8主軸旋盤）の開発・製造・販売
CNC旋盤（2主軸1NC旋盤、3主軸/4主軸2NC旋盤）の開発・製造・販売
自社製品の修理、オーバーホール、改造事業



従業員数
90名（2023年10月末現在）



お問い合わせ


報道関係の方のお問い合わせ先


シチズンマシナリー株式会社　経営企画部
0267-32-5911（直）



シチズン時計株式会社　広報IR室
042-466-1232（直）


掲載日時:2023/12/15 10:00
	「信州SDGsアワード2023」を受賞しました！
新着情報 TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 「信州SDGsアワード2023」を受賞しました！   このたび、シチズンマシナリー株式会社は、「信州SDGsアワード2023」を受賞いたしましたのでお知らせいたします。
企業・団体の部は総応募数15団体のうち、当社を含む4団体が受賞となりました。
なお、表彰式・事例発表会が下記のとおり開催されます。どなたでもご観覧いただけますので、お気軽にご参加ください。

　日　時：令和5年12月16日（土）10：15～12：15
　会　場：長野県立大学三輪キャンパス ラーニングホール
                      （住所：長野市三輪8-49-7）
　内　容：表彰式　・賞状の授与
　　　　　　　　　・受賞者による事例発表

詳細は下記リンク先をご覧ください。
▼「信州SDGsアワード2023」受賞者発表公式リリース（長野県HP）
https://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/happyou/20231204.html


▼「信州SDGsアワード2023」について（長野県HP）
https://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kensei/shisaku/sdgs/shinshusdgsaward2023.html









掲載日時:2023/12/05 14:00
	日工会主催「第62回野球大会」で2連覇達成！
新着情報 TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 日工会主催「第62回野球大会」で2連覇達成！   



日本工作機械工業会主催の「第62回野球大会」において当社野球部が2連覇を達成しましたのでご報告いたします。

時折小雨が降る肌寒い中、決勝戦はDMG森精機㈱を相手に、投手戦を繰り広げ、5回に2点を先制。その後も、猛攻を受けながらも2対1で勝利し、2連覇を達成することができました。 本結果を糧とし今後も活動に鋭意取り組んでまいりますので皆様の変わらぬご支援とご声援を宜しくお願い致します。

大会の概要



1.大会名称
一般社団法人 日本工作機械工業会「第62回野球大会」



2.開催日
2023年11月9日（木）、11月10日（金）



3.開催場所
東京/大井埠頭中央海浜公園 野球場


掲載日時:2023/11/21 13:38
	CFA2023ご来場御礼
その他 TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 CFA2023ご来場御礼   



11月15日～17日に軽井沢本社にて開催しましたCFA2023では、ご多忙の折にもかかわらず多数のご来場を賜り、誠にありがとうございました。 ご来場いただいた皆さまより頂戴しました貴重なご意見を弊社製品とサービスの向上につなげ、今後も皆さまのご期待に添えるよう取り組んでまいります。

また、CFA2023の会場の様子や展示の内容をご体感いただけるスペシャルコンテンツ、「アンコールCFA2023」を公開いたしました。 是非ご覧ください。



特設サイト

https://cmj.citizen.co.jp/cfa2023/



掲載日時:2023/11/21 09:30
	北上事業所の生産能力2割増強－大型機の需要の高まりを受け、生産スペースを拡大
プレスリリース TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 北上事業所の生産能力2割増強  大型機の需要の高まりを受け、生産スペースを拡大 シチズンマシナリー株式会社（本社：長野県北佐久郡御代田町、社長：中島 圭一）は、主軸台固定形CNC自動旋盤のMiyanoブランドの高付加価値製品を製造する北上事業所(所在地：岩手県北上市)において、生産スペースの増床を行い、生産能力を増強することを決定しました。
北上事業所内に倉庫・事務棟を増設し、工場内から倉庫・事務機能を移すことで生まれるスペースを生産の増床に活用します。効率的なレイアウトに変更することで、北上事業所の最大生産能力を従来比2割増に引き上げ、国内3事業所（軽井沢本社、佐久事業所、北上事業所）の生産能力を月産170台体制へと増強します。
なお、倉庫・事務棟の建設は2024年4月に着工し、竣工は2025年3月を予定しています。

工作機械業界は、地政学的リスクなどの先行き不透明感により、足元では各市場共に設備投資に対して慎重な状況が続いていますが、昨年度は旺盛な工作機械需要により、特にMiyanoブランドのうち、主軸径の大きな機械（大型機）の納期が長期化していました。
当社は、中期経営計画に掲げている「売上高1,000億円に向けた事業基盤の構築」を目指し、中国工場、タイ工場、本社軽井沢工場の増強を進めています。特にMiyanoブランドについては、航空機業界や自動車業界向けの部品として大型機の需要拡大が見込まれています。今回のMiyanoブランドの生産能力拡大により、今後の工作機械需要回復時の安定した製品供給体制を早期に確立し、2030年度までに売上高1,000億円達成を目指していきます。

新倉庫・事務棟概要




北上事業所に新設される倉庫・事務棟（赤枠内）




所在地
岩手県北上市流通センター15-1



建築面積
2,600㎡（鉄骨、2階建）



延床面積
5,200㎡（予定）



増床後北上事業所総延床面積
23,719㎡（予定）



着工予定
2024年4月



竣工予定
2025年3月



Miyanoブランドの大型機について



Miyano BNEシリーズ



Miyano ABXシリーズ



主軸台固定形CNC自動旋盤Miyanoブランドは、中径短尺加工に特に優れ、主軸径がΦ42㎜からΦ80㎜までの複合加工型のバーマシンです。
当社の製品ラインナップにおいては、径の大きさと軸数、機械構成よりBNEシリーズ、ABXシリーズが大型機にあたります。

お問い合わせ


報道関係の方のお問い合わせ先


シチズンマシナリー株式会社　経営企画部
0267-32-5911（直）



シチズン時計株式会社　広報IR室
042-466-1232（直）


掲載日時:2023/11/15 13:05
	フラッグシップ機CNC自動旋盤Miyano ABXシリーズをフルモデルチェンジ！
プレスリリース TOPページへ表示する シチズンマシナリー株式会社 フラッグシップ機CNC自動旋盤Miyano ABXシリーズをフルモデルチェンジ！  新たに当社最大となる、最大加工径φ80㎜モデルを追加し製品領域を拡大 シチズンマシナリー株式会社（本社：長野県北佐久郡御代田町、社長：中島　圭一）は、Miyanoブランドのフラッグシップ機である主軸台固定形CNC自動旋盤Miyano ABXシリーズを刷新、新たに最大加工径φ80㎜モデルを含めて4機種を2024年10月より順次販売を開始します。また、このMiyano ABXシリーズの中から、「ABX80THY」を2023年11月15日～17日に開催される当社のプライベートショー「CFA2023」に出展します。




主軸台固定形CNC自動旋盤「Miyano ABX」シリーズ

発売日：2024年10月より順次販売

機種：4機種

月産予定台数：4台（4機種合計）


Miyano ABXシリーズは、正面・背面の同時加工ができる2スピンドルと最多３タレットを搭載し、高効率・高生産性を可能にした、Miyanoブランドのフラッグシップ機です。
今回のフルモデルチェンジでは、主に航空機業界や医療、自動車業界向け部品加工をするお客さまから要望の多かった主軸径の拡大の声にお応えし、当社の製品として最も大きい最大加工径Φ80㎜の正面主軸を搭載した機種を新たにラインナップ。新しい領域の加工が可能になりました。主軸径は大幅に大きくなりましたが、部品の配置を最適化した省スペース設計により、主軸径Φ64㎜の従来機と同じ機械サイズを実現しています。
また、従来最大加工径がΦ64㎜であったモデルは、加工径を正面・背面共にΦ65㎜に拡大しました。全モデル共通のスペックとして、正面主軸の回転数向上、正背面主軸のモーター高出力化、主軸や刃物台を動かすボールねじの軸径拡大による剛性向上など、基本性能の向上に加え、19インチの大型タッチパネル、大型窓ガラスの採用など、お客さまの使いやすさ、生産性向上に寄与するための様々な改良を施し、進化させました。
この他、省力化・自動化のニーズにお応えするソリューション「FA フレンドリー」など、お客さまの最適な仕様を実現する豊富なオプションを用意しています。


ABXシリーズの主な特長

1．当社最大となる正面主軸の最大加工径φ80㎜モデルを新たにラインナップ

主に航空機や医療、自動車業界向けから要望が多かった正面主軸φ80㎜モデルを新たにラインナップ。部品の配置を最適化した省スペース設計により、主軸径φ64㎜の従来機と同じ機械サイズを実現。

2．正背面主軸のモーターパワー向上

正面・背面の主軸のモーターパワーを30％以上向上させました。これにより加減速時間が早くなると共に、主軸のトルクが大きくなることで力強い加工が可能となり、安定生産と生産性向上に寄与します。

3．操作盤を一新し、直観的な操作が可能に

操作盤に大型19インチタッチパネルを採用。従来機の操作体系を継承しつつ、新HMI（ヒューマンマシンインターフェース）で画面から目線を大きく外すことなく、操作したいボタンやキーボードにタッチできるといった直感的な操作が可能となりました。

4．従来比約2.6倍の大型窓ガラスの採用

従来製品と比較し、約2.6倍の大型窓ガラスを採用し、ツーリングエリア内の視認性が大幅に向上しました。加工点の確認、把握が容易にし、作業性を向上しました。

5．豊富なオプション

お客さまそれぞれの最適な仕様を実現する豊富なオプションを準備。IoTフレンドリー、FAフレンドリーが、工場の自動化・省力化、生産性向上をサポートします。

6．持続可能な社会実現に寄与する技術・機能

エア機器を0.4（MPa）で駆動、モニター上で加工しているワークの消費電力やCO2排出量を可視化するなど、環境に配慮した製品となっています。


主な仕様


　　 　　



型式
ABX65THY
ABX80THY
ABX65SYY
ABX80SYY


最大加工径
SP1
Φ65㎜
Φ80㎜
Φ65㎜
Φ80㎜


SP2
Φ65㎜


最大加工長
125㎜


主軸回転数
SP1
5,000min-1
4,000min-1
5,000min-1
4,000min-1


SP2
5,000min-1




最大ツール取付面
36
24


ツールサイズ
バイト寸法
□20㎜


ドリル
ø25/40㎜


早送り速度
X1,X2
20m/min


X3
20m/min
-


Z1
20m/min
30m/min


Z2
30m/min
20m/min


Z3
20m/min
-


Y1,Y2
12m/min


Y3
12m/min
-


Zs
30m/min


電動機 正面・背面主軸ドライブ用
18.5/15kW


質量
12,350kg
11,900kg









主な加工ワーク

自動車関連部品、航空関連部品、油空圧関連部品　ほか


お問い合わせ


報道関係の方のお問い合わせ先


シチズンマシナリー株式会社　経営企画部
0267-32-5911（直）



シチズン時計株式会社　広報IR室
042-466-1232（直）




製品に関するお問い合わせ先


シチズンマシナリー株式会社　営業本部
0267-32-5901（直）


掲載日時:2023/11/15 13:00

